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Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
既
存
の
社
会
に
変
革
を
起

こ
し
て
よ
い
方
向
に
向
か
わ
せ
よ
う
と

い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
。
し
か
し
そ
れ
が
浸
透
し
て

波
及
効
果
を
目
に
す
る
と
、
Ｄ
Ｘ
の

「
Ｄ
」
が
違
う
意
味
に
思
え
て
く
る
。
Ｄ
は
Ｄ

ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
で
は
な
く
、
実
は
「
Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ

ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
（
民
主
的
な
）
」
の
Ｄ
な
の
で

は
な
い
か
と
▼
多
く
の
Ｄ
Ｘ
事
例
を
見
れ
ば
明

ら
か
な
通
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
業
務
の
生
産

性
を
高
め
、
人
々
を
重
労
働
や
無
駄
な
作
業
か

ら
解
放
し
た
。
そ
の
普
及
に
よ
っ
て
規
模
が
縮

小
・
消
滅
し
た
仕
事
や
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
新
市
場
を
誕
生
さ

せ
、
新
た
な
雇
用
も
生
み
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
専
門
性
が
高
く
て
一
部
の
人
で
し
か
で
き

な
か
っ
た
作
業
や
業
務
に
対
し
て
も
、
多
く
の

人
が
そ
れ
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
裾
野
が

広
が
っ
た
。
総
じ
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
企
業

は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
や
顧
客
に
多
く
の
利
益

を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
多
く
の
人
に
挑
戦
す

る
門
戸
を
広
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
通
じ
た
民
主
化
。
言
葉
遊
び
で

あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｘ
＝

デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
と
言
っ
て
も
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
▼
５
０
０
万
年
前
に
猿
人
が
出
現
し

て
人
類
社
会
は
始
ま
り
、
長
い
歴
史
を
経
て
、

今
よ
う
や
く
個
の
尊
重
な
ど
「
人
」
に
ス
ポ
ッ

ト
が
当
た
る
と
こ
ろ
ま
で
成
熟
し
て
き
た
。
世

間
は
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
で
い
ろ
い
ろ
と
に
ぎ
や
か
だ

が
、
そ
れ
が
見
据
え
る
先
は
市
場
や
企
業
で
は

な
く
、
そ
こ
に
関
連
す
る
個
々
の
人
の
幸
せ
で

あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
な
け

れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
は
あ
り
え
な
い
。
Ｄ
Ｘ

の
Ｄ
は
、
手
段
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
の
Ｄ
で
あ

り
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ

ッ
ク
の
Ｄ
で
も
あ
る
の
だ
。

DXの「D」に隠されたもう一つの意味　デジタル技術であらゆる民主化を実現する

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
当
た
り
、
平
素
よ
り
当
会
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
に
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
は
卯
年
と
な
り
ま
す
。
卯
（
う
さ

ぎ
）
は
穏
や
か
で
温
厚
な
性
質
で
あ
る
こ
と
、

飛
び
跳
ね
る
姿
か
ら
、
「
飛
躍
」
を
象
徴
す
る

年
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
景
気
が
好

転
す
る
と
も
言
わ
れ
、
大
変
縁
起
の
よ
い
年
と

し
て
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
以
降
、

沈
静
化
の
兆
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
た
な
変

異
種
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

世
界
的
流
行
等
、
明
る

い
話
題
が
い
ま
だ
少
な

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
「
景
気
が
好
転
す

る
年
」
「
飛
躍
す
る
年
」
と
し
て
、
機
械
産
業

に
お
い
て
、
皆
さ
ま
に
お
い
て
、
本
年
が
変
化

と
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
の
当
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
昨
今
、
会
合
実
開
催
が
困

難
な
状
況
の
中
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
、
コ
ロ
ナ

対
応
含
む
必
要
な
情
報
を
発
信
し
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て

参
り
ま
し
た
。
今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
を
活
用
し
た

事
業
の
運
営
を
積
極
的
に
行
い
、
引
き
続
き
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
必
要
な
情
報
や
、
意
見
交
換

の
場
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
製
造
業
は
、
自
由
貿
易
と

国
際
分
業
を
基
礎
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
環
境
変
化
は
急
速
で
あ
り
、
迅
速
・
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
グ
ロ

ー
バ
ル
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
も
た
ら
す
生
産
要
素
の

移
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
産
業
構
造

の
変
化
、
米
中
間
の
覇
権
争
い
に
よ
る
貿
易
・

投
資
・
技
術
・
ヒ
ト
の
移
動
に
関
す
る
規
制
と

障
壁
等
に
よ
り
、
産
業
に
本
質
的
な
対
応
を
要

求
し
て
い
ま
す
。
当
会
で
は
２
０
２
１
年
度
に

引
き
続
き
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
補
助
を
得

て
、
関
連
す
る
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
、
特

に
、
通
商
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

環
境
の
４
点
に
着
目
し
、
今
後
の
製
造
業
の
課

題
と
対
応
に
関
す
る
検
討
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
２
年
目
と
な
る
２
０
２
２
年
度
内
に
調
査

結
果
を
公
表
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
次
に
、
税
制
改
正
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
当
会
で
は
、
機
械
業
界

の
要
望
内
容
の
策
定
、
お
よ
び
そ
の
実
現
に
向

け
た
要
望
を
中
心
に
税
制
に
関
す
る
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
「
令
和
５
年
度
税
制
要
望
」

に
つ
い
て
は
、
「
新
時
代
に
向
け
た
わ
が
国
経

済
の
活
性
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

等
を
目
指
す
」
と
し
て
、
「
研
究
開
発
税
制
の

拡
充
」
「
新
時
代
に
向
け
た
設
備
投
資
促
進
税

制
の
拡
充
、
整
備
」
「
持
続
可
能
な
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
推
進
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
て
」
「
経
済
の
電
子
化
に
伴

う
課
税
上
の
課
題
へ
の
対
応
」
を
重
点
項
目
と

し
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
製
造
業
関

連
７
団
体
連
名
に
て
、
「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
令
和
５
年

度
税
制
改
正
共
同
要
望
」
を
策
定
し
、
要
望
項

目
の
実
現
に
向
け
、
共
同
で
陳
情
活
動
を
展
開

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞
」
は
、
本
年
度
、
第
10
回

の
開
催
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
「
優
秀
省
エ

ネ
脱
炭
素
機
器
・
シ
ス
テ
ム
表
彰
」
は
、
国
内

唯
一
の
産
業
機
械
に
お
け
る
省
エ
ネ
表
彰
と
し

て
、
日
本
の
省
エ
ネ
推
進
に
貢
献
し
て
参
り
ま

し
た
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
と
い
う
表
彰
分
野
を

加
え
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、
本
表
彰
が
省
エ
ネ
な
ら
び
に
Ｃ
Ｏ

２
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
・
産
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
協
議
会
（
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
」
へ
の
活
動

支
援
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
Ｒ
Ｒ
Ｉ

は
、
成
長
戦
略
の
一
環
で
あ
る
政
府
策
定
「
ロ

ボ
ッ
ト
新
戦
略
」
に
基
づ
き
２
０
１
５
年
に
発

足
し
、
８
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
の

会
員
数
は
約
４
２
７
と
な
り
ま
し
た
。

　
産
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
領
域
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し

て
、
ド
イ
ツ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
推
進

母
体
を
は
じ
め
、
国
内
工
業
会
な
ど
関
係
団
体

と
の
協
力
関
係
を
築
き
、
産
業
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
、
人
材
育
成
な

ど
世
界
共
通
の
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
電
気
標
準
会
議
ス

マ
ー
ト
製
造
シ
ス
テ
ム
委
員
会
国
内
事
務
局
を

務
め
、
国
際
標
準
化
活

動
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
Ｒ
Ｒ
Ｉ
は
多
種
多
様

な
企
業
の
集
合
体
の
た

め
競
争
領
域
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
協
調
領

域
に
つ
い
て
議
論
し
な
が
ら
連
携
を
図
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
に
向
け
た
価
値
創
出
に
リ
ソ
ー

ス
を
集
中
す
る
こ
と
が
日
本
全
体
の
競
争
力
強

化
の
た
め
に
急
務
と
考
え
ま
す
。

　
当
会
は
、
引
き
続
き
Ｒ
Ｒ
Ｉ
と
共
に
、
新
し

い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
に
向
け
、
日
本
の
機

械
産
業
に
貢
献
し
さ
ら
な
る
発
展
を
実
現
で
き

る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
関
係
各
位
の
引
き
続
き
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
と
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
デ
ジ
タ
ル
社
会
構
築
へ
貢
献

一
般
社
団
法
人　

日
本
機
械
工
業
連
合
会　

会
長
　
東
原
　
敏
昭

2023年　年　頭　所　感

次
期
社
長
に

辻
永
氏
内
定オム

ロ
ン

辻永順太執行
役員常務

　
オ
ム
ロ
ン
の
次
期
社
長
に

現
執
行
役
員
常
務
で
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

社
長
の
辻
永
順
太
氏
が
就
任

す
る
こ
と
が
内
定
し
た
。
４

月
１
日
付
で
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

就
任
し
、
代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任
は
６
月
の
定
時

株
主
総
会
と
取
締
役
会
の
決

議
後
に
正
式
決
定
と
な
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
山
田
貴
仁
代

表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
４

月
１
日
付
で
代
表
取
締
役
、

６
月
に
取
締
役
会
長
に
就
任

し
、
立
石
文
雄
取
締
役
会
長

は
６
月
に
名
誉
顧
問
と
な
る

予
定
。

　
辻
永
氏
は
、
１
９
６
６
年

４
月
５
日
奈
良
県
生
ま
れ
。

京
都
産
業
大
学
理
学
部
卒
業

後
、
１
９
８
９
年
に
立
石
電

機
（
現
オ
ム
ロ
ン
）
に
入
社

し
、
２
０
１
０
年
３
月
に
Ｉ

Ａ
Ｂ
カ
ン
パ
ニ
ー
　
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
統
轄

事
業
部
欧
州
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
事
業
部
欧
州

ア
プ
リ
セ
ン
サ
事
業
推
進
部

長
、
16
年
３
月
に
Ｉ
Ａ
Ｂ
カ

ン
パ
ニ
ー
商
品
事
業
本
部
長

を
経
て
17
年
４
月
に
執
行
役

員
に
就
任
。
19
年
４
月
執
行

役
員
常
務
、
21
年
３
月
Ｉ
Ａ

Ｂ
カ
ン
パ
ニ
ー
　
カ
ン
パ
ニ

ー
社
長
に
就
任
し
現
在
に
至

る
。

３
月
１
日

付
け
で

小
川
氏
が
新
社
長
安
川
電
機

小川昌寛代表取締
役専務執行役員

　
安
川
電
機
は
、
３
月
１
日

付
で
現
代
表
取
締
役
専
務
執

行
役
員
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
長

兼
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
事
業
企

画
部
長
の
小
川
昌
寛
氏
が
新

た
な
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
す
る
。

　
現
代
表
取
締
役
会
長
兼
社

長
の
小
笠
原
浩
氏
は
代
表
取

締
役
会
長
と
な
る
。

　
小
川
氏
は
、
１
９
８
７
年

３
月
に
安
川
電
機
に
入
社

後
、
２
０
１
０
年
12
月
に
米

国
安
川
会
長
、
12
年
６
月
に

執
行
役
員
、
16
年
３
月
に
執

行
役
員
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
長

安
川
首
鋼
ロ
ボ
ッ
ト
有
限
公

司
董
事
長
（
現
任
）
、
19
年

３
月
に
執
行
役
員
ロ
ボ
ッ
ト

事
業
部
長
兼
ロ
ボ
ッ
ト
事
業

部
制
御
技
術
部
長
、
19
年
５

月
取
締
役
、
20
年
３
月
に
取

締
役
常
務
執
行
役
員
ロ
ボ
ッ

ト
事
業
部
長
兼
ロ
ボ
ッ
ト
事

業
部
制
御
技
術
部
長
、
21
年

３
月
に
取
締
役
常
務
執
行
役

員
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
長
を
経

て
、
22
年
３
月
か
ら
代
表
取

締
役
専
務
執
行
役
員
ロ
ボ
ッ

ト
事
業
部
長
兼
ロ
ボ
ッ
ト
事

業
部
事
業
企
画
部
長
を
務
め

て
い
る
。

24
年
度 

大
き
く
回
復

投

資

本
格
化

半
導
体
は
４
兆
円
突
破

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ「
2022
―
24
年
度
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
需
要
予
測
」

　
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で

の
半
導
体
産
業
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｔ

Ｓ
（
世
界
半
導
体
市
場
統

計
）
で
は
、
22
年
の
世
界
半

導
体
市
場
規
模
は
前
年
比
４

・
４
％
増
と
成
長
が
鈍
化

し
、
23
年
は
４
・
１
％
減
と

４
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

を
予
測
。
そ
れ
で
も
Ｐ
Ｃ
と

ス
マ
ホ
に
加
え
、
５
Ｇ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
、
自
動
運
転
、
Ｅ
Ｖ
と

パ
ワ
ー
、
産
業
機
器
な
ど
全

体
に
お
け
る
半
導
体
の
需
要

は
拡
大
傾
向
は
変
わ
ら
ず
に

続
く
見
通
し
。
ま
た
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
は
半

導
体
の
さ
ら
に
高
い
演
算
性

能
と
低
消
費
電
力
の
両
立
が

必
須
と
さ
れ
、
持
続
的
な
技

術
革
新
が
装
置
需
要
の
追
い

風
に
な
る
と
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
日
本
製
半

導
体
製
造
装
置
の
販
売
高

は
、
22
年
度
は
米
国
の
対
中

輸
出
規
制
や
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
な
ど

メ
モ
リ
価
格
下
落
に
よ
る
設

備
投
資
へ
の
影
響
も
あ
る
な

か
で
７
・
０
％
増
の
３
兆
６

８
４
０
億
円
を
維
持
す
る

が
、
23
年
度
は
前
半
は
メ
モ

リ
投
資
の
厳
し
さ
が
続
い
て

５
・
０
％
減
の
３
兆
４
９
９

８
億
円
。
24
年
度
は
メ
モ
リ

投
資
の
本
格
回
復
と
複
数
の

大
規
模
ロ
ジ
ッ
ク
投
資
が
見

込
ま
れ
、
20
％
増
の
４
兆
１

９
９
７
億
円
と
急
回
復
す
る

と
予
測
し
た
。

　
ま
た
Ｆ
Ｐ
Ｄ
産
業
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
起
き
た
特
需
の
反

動
で
環
境
は
悪
化
し
、
設
備

投
資
の
多
く
が
見
送
り
と
な

り
、
23
年
度
は
非
常
に
厳
し

く
な
る
と
予
測
。
24
年
に
は

Ｉ
Ｔ
製
品
へ
の
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ

ネ
ル
の
搭
載
検
討
が
進
み
、

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
Ｇ
８
基
板
の
投

資
が
本
格
化
す
る
見
通
し
。

　
日
本
製
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置

の
販
売
高
は
、
22
年
度
は
６

・
０
％
減
の
４
５
２
０
億
円
、

２
０
２
３
年
度
は
20
・
０
％

減
の
３
６
１
６
億
円
と
厳
し

い
状
況
が
続
く
が
、
24
年
度

は
パ
ネ
ル
需
給
の
好
転
と
Ｇ

８
基
板
の
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
資
の

本
格
化
が
期
待
さ
れ
、
50
・

０
％
増
の
５
４
２
５
億
円
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協
会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
）
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
お
け
る
日
本
製
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
機
器
の
需
要
予
測
を
公
表
し
た
。

半
導
体
製
造
装
置
は
23
年
度
に
一
時
的
に
踊
り
場
を
迎
え
る
が
、
24
年
度
に
は
戻
っ
て

４
兆
１
９
９
７
億
円
に
達
し
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
も
22
年
度
・
23
年
度
と
停
滞
す
る
が

24
年
度
に
大
き
く
回
復
し
て
５
４
２
５
億
円
に
到
達
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

半導体・ＦＰＤ製造装置需要予測

記
念
ロ
ゴ

フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

創
設
100
周
年
、日
本

法
人

35
周
年

記
念
ロ
ゴ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
は
、
２
０
２
３
年
に
ド

イ
ツ
本
社
が
創
設
１
０
０
周

年
、
日
本
法
人
が
設
立
35
周

年
を
迎
え
た
。

　
ド
イ
ツ
本
社
は
１
９
２
３

年
５
月
に
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ

ン
で
創
設
し
、
当
初
か
ら
端

子
台
を
中
心
と
し
た
製
品
開

発
を
進
め
、
そ
の
後
現
本
社

の
ブ
ロ
ム
ベ
ル
ク
に
移
転

し
、
現
在
で
は
世
界
55
カ
国

以
上
で
２
万
人
以
上
の
従
業

員
が
働
く
産
業
機
器
メ
ー
カ

ー
に
成
長
。
２
０
２
２
年
度

の
売
上
高
は
35
億
８
０
０
０

万
ユ
ー
ロ
（
日
本
円
で
約
５

１
０
０
億
円
）
に
達
し
て
い

る
。

　
日
本
法
人
は
、
１
９
８
７

年
に
世
界
で
10
番
目
、
ア
ジ

ア
で
は
初
め
て
の
現
地
法
人

と
し
て
神
奈
川
県
横
浜
市
に

設
立
さ
れ
、
今
年
で
35
周
年

を
迎
え
た
。

　
同
社
は
周
年
を
記
念
し
、

記
念
ロ
ゴ
の
掲
出
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
コ
ン
テ
ン

ツ
を
発
信
し
て
い
く
予
定
と

し
て
い
る
。

中
国
・
深
圳
に

Ｆ
Ａ
体
験
施
設

三
菱
電
機

　
三
菱
電
機
の
中
国
で
の
Ｆ

Ａ
製
品
販
売
会
社
「
三
菱
電

機
自
動
化
（
中
国
）
有
限
公

司
」
は
、
中
国
・
深
圳
に
Ｆ

Ａ
技
術
と
製
品
を
見
て
、
体

験
し
て
、
学
べ
る
複
合
型
体

験
施
設
を
開
設
し
、
中
国
華

南
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
と
技
術

支
援
を
強
化
す
る
。

　
同
施
設
は
、
「
三
菱
電
機

智
能
製
造
科
創
セ
ン
タ
ー
・

深
圳
」
と
「
深
圳
Ｆ
Ａ
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
な
り
、
シ
ー
ケ

ン
サ
や
サ
ー
ボ
、
駆
動
・
配

制
機
器
、
数
値
制
御
装
置
、

加
工
機
な
ど
の
多
様
な
製
品

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ

め
、
中
国
で
注
目
が
高
ま
る

智
能
製
造
に
関
す
る
先
端
技

術
を
直
接
体
験
で
き
る
。

　
三
菱
電
機
智
能
製
造
科
創

セ
ン
タ
ー
・
深
圳
は
、
最
新

の
技
術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
加
え
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
商

談
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、

智
能
製
造
の
導
入
や
生
産
性

向
上
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
見
を
提
供
す
る
。
深
圳
Ｆ

Ａ
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
華
南

地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
・
技
術

支
援
、
Ｆ
Ａ
製
品
に
関
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る

拠
点
と
な
る
。

中
国
・
深
圳
に
開
設
し

た
Ｆ
Ａ
体
験
施
設
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Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
プ
リ
ン
ト

基
板
に
直
接
実
装
し
て
使
用

す
る
プ
リ
ン
ト
基
板
用
リ
レ

ー
「
Ｒ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
＝
写

真
＝
を
発
売
し
た
。

　
制
御
盤
や
制
御
部
の
小
型

化
・
省
配
線
・
省
工
数
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
リ
レ
ー

搭
載
の
場
合
は
リ
レ
ー
ソ
ケ

ッ
ト
と
セ
ッ
ト
で
使
う
の
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
小

型
化
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

化
の
障
害
に
な
り
、
そ
の
解

決
策
と
し
て
制
御
部
を
プ
リ

ン
ト
基
板
化
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
ま
た
最
近
の

納
期
遅
延
問
題
で
は
リ
レ
ー

本
体
に
加
え
て
、
リ
レ
ー
ソ

ケ
ッ
ト
も
樹
脂
不
足
や
価
格

高
騰
で
手
に
入
り
に
く
く
、

基
板
化
を
後
押
し
し
て
い

る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
社
は
こ
れ

ま
で
も
リ
レ
ー
や
端
子
台
、

サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
な

ど
プ
リ
ン
ト
基
板
用
機
器
を

展
開
し
て
お
り
、
今
回
の
製

品
は
制
御
機
器
の
負
荷
に
対

応
す
る
１
極
・
16
Ａ
、
２
極

・
８
Ａ
の
高
容
量
な
小
型
低

　
富
士
電
機
は
、
プ
ラ
ン
ト

向
け
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
監

視
制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｘ
―
Ｖ
ｉ
ｅ
Ｗ
　
Ｆ
Ｏ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
顧
客
の
課
題
に
応
じ
て

柔
軟
に
シ
ス
テ
ム
構
築
が
で

き
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
―
Ｖ

ｉ
ｅ
Ｗ
　
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
　
Ｅ

ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

は
、
高
い
信
頼
性
を
保
ち
な

が
ら
、
市
場
の
変
化
や
現
場

の
課
題
に
応
じ
て
専
門
的
な

知
識
が
な
く
て
も
設
備
運
用

者
自
ら
が
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム

構
築
が
で
き
る
利
便
性
が
特

徴
。
こ
れ
ま
で
の
産
業
プ
ラ

ン
ト
で
の
幅
広
い
運
用
ノ
ウ

ハ
ウ
が
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
組
み
込
み
済
み
で
、
各

種
プ
ラ
ン
ト
の
多

様
な
工
程
・
設
備

で
求
め
ら
れ
る
制

御
方
法
や
機
器
の

組
み
合
わ
せ
も
、

シ
ス
テ
ム
画
面
上

で
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド

ロ
ッ
プ
な
ど
簡
単

な
操
作
で
柔
軟
に

設
定
で
き
る
。
設

定
は
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
シ
ス

テ
ム
内
に
保
存
で
き
、
同
一

拠
点
や
他
拠
点
の
別
工
程
・

設
備
に
も
簡
単
に
横
展
開
が

可
能
。

産
業
用
途
に
向
け
た
設
計
が

な
さ
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｊ
45
に

比
べ
て
70
％
小
型
化
し
た

上
、
接
続
部
も
金
属
製
の
ス

ナ
ッ
プ
イ
ン
フ
ッ
ク
で
確
実

に
接
続
で
き
、
３
６
０
度
シ

ー
ル
ド
に
よ
る
高
い
Ｅ
Ｍ
Ｃ

特
性
、
ス
ル
ー
ホ
ー
ル
リ
フ

ロ
ー
に
よ
る
強
固
な
基
板
保

持
力
な
ど
高
い
堅
牢
製
と
信

頼
性
を
備
え
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
デ
ー
タ
用
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
の
タ
イ
プ
Ａ
は

最
大
10
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
、
Ｃ
ａ

ｔ
．
６
Ａ
の
高
速
・
高
性
能

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
伝
送
と
Ｐ
ｏ

Ｅ
に
対
応
し
、
10
ピ
ン
の
信

号
用
タ
イ
プ
Ｂ
は
、
Ｄ
―
Ｓ

ｕ
ｂ
コ
ネ
ク
タ
の
代
わ
り
に

使
用
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
製
品
は
、
ｉ
ｘ
　
Ｉ
ｎ

ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
に
ワ
ン
タ
ッ
チ

式
の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
Ｐ
ｕ
ｌ
ｌ
機

構
を
備
え
、
片
手
で
簡
単
に

脱
着
で
き
、
ロ
ッ
ク
時
は
ク

リ
ッ
ク
音
に
よ
っ
て
未
挿
入

を
防
ぎ
、
確
実
に
接
続
可

能
。
ま
た
Ｉ
Ｐ
65
／
Ｉ
Ｐ
67

の
防
塵
防
水
性
を
備
え
、
屋

外
な
ど
厳
し
い
環
境
下
で
の

使
用
で
き
、
携
帯
電
話
基
地

局
や
屋
外
の
カ
メ
ラ
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
制
御

部
と
ロ
ボ
ッ
ト
間
の
接
続
な

ど
に
も
適
し
て
い
る
。
ま
た

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
Ｐ
ｕ
ｌ
ｌ
コ
ネ
ク

タ
と
同
等
の
耐
振
動
・
耐
衝

撃
性
、
防
水
性
、
耐
油
性
な

が
ら
小
型
化
し
、
プ
ラ
グ
長

も
30
％
縮
小
し
て
お
り
、
屋

外
・
工
場
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線

や
産
業
用
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ

接
続
に
も
最
適
。

　
同
製
品
は
、
変
電
所
や
鉄

道
、
Ｆ
Ａ
な
ど
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
厳
し
い
要

求
に
対
応
。
モ
ジ
ュ
ラ
設
計

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
が
容

易
に
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ネ
ク
タ
タ
イ
プ
の
ギ
ガ
ビ
ッ

ト
ポ
ー
ト
を
最
大
28
個
ま
で

設
置
で
き
、
よ
り
柔
軟
な
対

応
も
可
能
。

　
ま
た
同
製
品
用
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｒ
Ｍ
―

Ｇ
４
０
０
０
モ
ジ
ュ
ー
ル
シ

リ
ー
ズ
」は
、Ｒ
Ｋ
Ｓ
―
Ｇ
４

０
０
０
シ
リ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
マ

ウ
ン
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ

ッ
チ
に
対
応
し
た
ギ
ガ
ビ
ッ

ト
お
よ
び
フ
ァ
ス
ト
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
。
Ｔ

Ｘ
、Ｍ
Ｓ
Ｃ
、Ｓ
Ｓ
Ｃ
、
Ｍ
Ｓ

Ｔ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
を
備
え
、
最
大

８
ポ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
日
本
の
製
造
業
は
中
小
企
業

と
称
さ
れ
る
企
業
が
圧
倒
的
に

多
い
。
そ
の
製
造
業
に
物
品
の

納
入
を
し
て
い
る
の
が
数
多
く

の
中
小
販
売
店
で
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
で
通
販
会
社
や

通
販
部
門
を
持
つ
販
売
店
に
押

さ
れ
ぎ
み
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
健
在
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い

る
。
そ
の
中
小
販
売
店
で
は
若

手
販
売
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　
機
器
部
品
販
売
店
に
入
社
す

る
若
手
販
売
員
の
ほ
と
ん
ど
が

転
職
組
で
あ
る
が
同
業
か
ら
の

転
職
で
は
な
い
。サ
ー
ビ
ス
業
、

建
設
業
、不
動
産
、金
融
、製
造

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
他
業
界
の
営
業
か
ら

転
職
し
て
き
た
若
手
販
売
員
に

質
問
し
て
み
る
。
「
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
営
業
で
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
何
か
、
ま
た
一

番
重
要
な
こ
と
は
何
か
」
と
。

　
転
職
し
た
て
の
販
売
員
は

「
顧
客
の
開
拓
」
だ
と
返
答
す

る
。
同
じ
よ
う
な
質
問
を
機
器

部
品
の
販
売
員
に
す
る
と
「
商

談
テ
ー
マ
情
報
の
入
手
」
「
課

題
解
決
」
、
あ
る
い
は
「
顧
客

の
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
営

業
」
「
１
番
目
に
顧
客
か
ら
相

談
さ
れ
る
営
業
」
な
ど
の
返
答

が
多
い
。
新
規
の
客
を
作
る
こ

と
や
新
規
客
開
拓
と
返
答
す
る

販
売
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　
そ
れ
で
は
「
当
月
に
顧
客
側

の
人
と
何
枚
名
刺
交
換
し
た

か
」
を
尋
ね
て
み
る
。
多
い
販

売
員
で
も
月
に
３
〜
４
枚
位
で

あ
る
。
新
規
の
人
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
人
に
慣
れ
る
ま
で

に
、
か
な
り
の
年
月
が
か
か

る
。
そ
れ
で
も
機
器
部
品
の
販

売
員
は
常
時
注
文
が
発
生
す
る

担
当
客
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、

新
規
の
人
に
会
っ
て
売
り
込
み

活
動
を
し
な
く
て
も
何
と
か
売

り
上
げ
の
確
保
が
で
き
る
。

　
し
か
し
懸
命
に
サ
ー
ビ
ス
活

動
や
売
り
込
み
活
動
を
し
て
い

る
割
に
は
売
り
上
げ
拡
大
の
傾

向
は
見
ら
れ
な
い
。
中
小
の
販

売
店
が
や
っ
て
き
た
営
業
活
動

を
い
く
ら
強
化
し
て
も
結
果
は

つ
い
て
来
な
い
こ
と
が
分
か
れ

ば
営
業
の
視
点
を
変
え
て
見
る

こ
と
だ
。

　
他
業
界
か
ら
転
社
し
て
き
た

販
売
員
が
い
る
な
ら
、
彼
ら
に

ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
や
商
品
知

識
を
教
え
て
早
く
戦
力
化
す
る

の
も
い
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
他

業
界
の
営
業
活
動
の
実
際
を
聞

い
て
参
考
に
す
れ
ば
い
い
。
そ

う
す
れ
ば
他
業
界
の
ほ
と
ん
ど

は
見
込
み
客
を
見
つ
け
て
ア
タ

ッ
ク
し
な
け
れ
ば
売
り
上
げ
目

標
は
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
知

る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
こ
と
を
業
界
の
違
い
に

は
し
な
い
方
が
い
い
。
機
器
部

品
は
広
い
市
場
で
使
わ
れ
て
い

る
の
で
至
る
所
に
需
要
が
あ

る
。
そ
の
上
、
使
わ
れ
る
製
品

の
種
類
や
使
わ
れ
る
箇
所
が
増

え
る
。
そ
う
考
え
る
と
一
般
消

費
者
を
相
手
に
す
る
他
業
界
と

同
じ
よ
う
に
見
込
み
客
は
至
る

所
に
い
る
。

　
だ
か
ら
こ
れ
ま
で
も
新
規
客

開
拓
を
や
ら
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
今
一
つ
成
果

が
出
な
い
た
め
新
規
に
向
か
う

活
動
は
失
速
し
て
し
ま
う
の
が

実
情
で
あ
る
。
従
来
や
っ
て
い

る
営
業
は
販
売
員
の
返
答
で
も

わ
か
る
通
り
、
戦
場
で
力
と
力

を
ぶ
つ
け
合
う
戦
闘
力
の
よ
う

に
商
品
力
を
自
由
自
在
に
操
っ

て
商
談
に
持
ち
込
む
営
業
力
一

本
に
重
心
を
置
い
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
他
の
営
業
力
を

あ
ま
り
注
視
し
て
い
な
い
。
少

し
前
ま
で
は
戦
闘
力
営
業
を
一

生
懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
客
は
自

然
と
少
し
ず
つ
増
え
て
い
た
の

だ
が
、
今
で
は
そ
の
幸
運
に
頼

っ
て
い
て
は
客
は
増
え
な
い
。

客
が
増
え
る
か
、
顔
ぶ
れ
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
成
長
の
な
い
時

代
で
あ
る
。

　
当
初
か
ら
戦
闘
力
営
業
で
は

新
規
客
を
捉
え
る
こ
と
が
ほ
ぼ

で
き
な
い
こ
と
を
販
売
員
は
知

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
新
規
客
を

攻
略
す
る
の
に
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
か
聞
い
て
み
た
。

「
何
回
も
通
う
」
「
雑
談
を
し

て
関
係
作
り
を
す
る
」
「
信
頼

関
係
を
作
っ
て
い
く
」
等
と
返

っ
て
く
る
。

　
し
か
し
新
規
客
に
何
回
も
通

う
に
は
相
手
の
承
諾
が
要
る
。

雑
談
を
新
規
客
は
し
て
く
れ
な

い
。信
頼
関
係
は
１
、２
回
の
訪

問
で
は
幸
運
で
も
な
い
限
り
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
返
答
は

営
業
の
基
本
な
し
に
、
商
品
を

覚
え
て
売
る
と
い
う
戦
闘
力
営

業
か
ら
入
っ
て
い
る
せ
い
だ
。

　
他
人
に
接
近
し
て
行
く
の
に

営
業
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な

こ
と
を
や
る
の
で
は
な
い
。
普

段
他
人
に
接
近
す
る
時
に
は
友

好
を
示
す
た
め
に
社
交
辞
令
で

相
手
を
捉
え
る
。
営
業
で
は
そ

の
対
象
が
個
人
で
は
な
く
法
人

に
な
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
闘
力
で
新
規
客
攻
略
は
難
し
い

他
人
へ
の
接
近
は
社
交
辞
令
か
ら

�

　
ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
新
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
「
ｉ
ｘ
　
Ｉ
ｎ

ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
」
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
備
え

た
、
防
塵
防
水
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
コ
ネ
ク
タ
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
Ｐ
ｕ
ｌ
ｌ
　
ｉ
ｘ
　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
」
を
発
売
し
た
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
ｉ
ｘ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ

ｉ
ａ
ｌ
は
、
２
０
１
６
年
に

ハ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
共
同
で
開

発
し
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
Ｉ
Ｅ
Ｃ
　

６
１
０
７
６
―
３
―
１
２
４

と
し
て
新
た
に
規
格
化
さ
れ

た
通
信
用
新
小
型
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
。
現
在
、
Ｒ
Ｊ
45

ジ
ャ
ッ
ク
が
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

接
続
方
式
と
し
て
Ｏ
Ａ
か
ら

産
業
用
ま
で

広
く
使
わ
れ

て
い
る
が
、

ジ
ャ
ッ
ク
が

大
型
で
接
続

も
脆
弱
で
産

業
用
に
は
適

し
て
い
る
と

は
い
え
な

い
。

　
そ
れ
に
対

し
ｉ
ｘ
　
Ｉ

ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ

ｒ
ｉ
ａ
ｌ
は

は
じ
め
か
ら

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
（
旧
社
名
：
光
洋

電
子
工
業
）
は
、
薄
型
・
省

ス
ペ
ー
ス
の
基
板
型
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
「
Ｊ
Ｘ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
」
を
発
売
し
た
。

　
20
の
命
令
語
に
絞
り
、
シ

ン
プ
ル
機
能
（
電
源
、
通

信
、
Ｉ
／
Ｏ
）
を
実
現
。
限

ら
れ
た
命
令
を
選
択
し
な
が

ら
進
め
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
レ
ス
で
簡
単
操
作
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
可
能
。
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
「
Ｊ

Ｘ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ｍ
ｉ

ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ

ｅ
」
は
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。

　
省
ス
ペ
ー
ス
な
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
や
簡
単
操
作
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
、
シ
ン
プ
ル
機
能
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
探
し
て
い

る
人
に
最
適
と
な
っ
て
い

る
。

新
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
の
産
業
用
・
Ｆ
Ａ
向
け
堅
牢
・
高
信
頼
性
接
続

iX Industrial防塵防水ワンタッチ式コネクタ

iX Industrial装備

薄型・省スペースの
基板型コントローラ

ハーティング

HARTING Mini PushPull ix Industrial

Ｊ
Ｘ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ　

プ
リ
ン
ト
基
板
用
リ
レ
ー

制
御
機

器
向
け 

小
型
、省
配
線
化

富
士
電
機 

プ
ラ
ン
ト
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

柔
軟
な
カ
ス
タ
ム
可
能

　
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ス
ジ
ャ

パ
ン
は
、
Ｍ
ｏ
ｘ
ａ
製
28
Ｇ

ポ
ー
ト
（
８
０
２
・
３
ｂ
ｔ

　
Ｐ
ｏ
Ｅ
オ
プ
シ
ョ
ン
付

き
）
フ
ル
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
モ
ジ

ュ
ラ
マ
ネ
ー
ジ
ド
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
「
Ｒ
Ｋ
Ｓ
―

Ｇ
４
０
２
８
シ
リ
ー
ズ
」＝

写
真
＝
を
発
売
し
た
。

背
リ
レ
ー
を
発
売
。
エ
レ
ベ

ー
タ
や
工
作
機
械
、
半
導
体

製
造
装
置
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

産
業
機
械
の
制
御
盤
、
制
御

部
に
最
適
な
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
冗
長
性
が
高
く
、
プ

ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
を
複
数
台

の
オ
ペ
レ
ー
タ
マ
シ
ン
が
保

持
し
、
い
ず
れ
か
が
故
障
し

て
も
即
座
に
デ
ー
タ
復
旧
と

継
続
運
転
が
可
能
。
同
社
独

自
開
発
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も

標
準
搭
載
し
、
Ｓ
Ｑ
Ｌ
　
Ｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
な
ど
市
販
の
Ｄ

Ｂ
ソ
フ
ト
の
新
規
導
入
も
不

要
。
国
際
標
準
の
通
信
規
格

Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
を
採
用
し
て

お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

も
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
壁
面
に

取
り
付
け
て
使
う
、
Ｌ
Ａ
Ｎ

通
信
で
制
御
で
き
る
積
層
信

　
ｉ
ｆ
ｍ
　
ｅ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
は
、
独
自
の
シ
ー
ル
設
計

で
高
圧
環
境
で
も
液
体
の
侵

入
や
結
露
を
防
ぐ
コ
ン
パ
ク

ト
圧
力
セ
ン
サ
「
Ｐ
Ｌ
15
シ

リ
ー
ズ
」
＝
写
真
＝
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
極
度
の
圧
力

ピ
ー
ク
に
も
耐
え
ら
れ
る
セ

ラ
ミ
ッ
ク
製
で
、
粘
性
媒
体

や
ガ
ラ
ス
粒
子
等
の
固
形
物

を
含
む
媒
体
で
も
傷
が
つ
か

な
い
。
ま
た
、
埋
込
式
Ｇ
１

／
２
接
続
で
付
着
物
や
チ
ュ

ー
ブ
の
詰
ま
り
の
心
配
も
な

い
。
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
ス

ペ
ー
ス
の
限
ら
れ
た
場
所
に

も
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
既
存
デ
バ
イ
ス
の
置
き

換
え
に
も
最
適
。

　
ア
ナ
ロ
グ
２
線
式
と
Ｉ
Ｏ

―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
の
デ
ジ
タ
ル
通

信
に
対
応
し
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
機
能
で
圧
力
と
温
度
の

同
時
測
定
に
加
え
、
セ
ン
サ

の
動
作
時
間
も
カ
ウ
ン
ト
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

即
座
に
気
づ
か
せ
た
い
場
合

や
、
区
別
さ
せ
た
い
場
合
、

方
向
を
示
し
た
い
場
合
、
優

し
い
光
に
し
た
い
場
合
な
ど

シ
ー
ン
に
応
じ
て
全
段
同
色

点
灯
や
９
つ
の
色
表
現
、
流

れ
る
表
現
、
ホ
タ
ル
の
よ
う

な
点
滅
な
ど
多
彩
な
表
現
を

設
定
可
能
。

　
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
・
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ

ｓ
／
Ｔ
Ｃ
Ｐ
・
ソ
ケ
ッ
ト
通

信
に
対
応
し
、
汎
用
プ
ロ
ト

コ
ル
で
簡
単
に
安
心
し
て
使

え
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ

ラ
や
Ｐ
Ｃ
、
サ
ー
バ
ー
と
の

連
携
や
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
等
か
ら
コ

マ
ン
ド
送
信
で
の
制
御
に
も

対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
奥
行
き
37
・
５
㍉
㍍

に
薄
型
化
し
て
機
器
・
設
備

と
の
一
体
感
を
高
め
た
ほ

か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で

Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
含
む
細
か

な
本
体
設
定
も
可
能
。
各
種

規
格
を
取
得
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
使
用
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

ifm efector

コンパクト圧力センサ
高圧環境でも安定測定

「MICREX-VieW FOCUS 
Evolution」画面

号
灯
「
Ｗ
Ｅ
―
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
＝

写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
通
信

で
制
御
可
能
な
壁
面
取
り
付

け
タ
イ
プ
の
積
層
信
号
灯
。

パ
ト
ラ
イ
ト　

積
層
信
号
灯

壁
面
取
付
け
型

IBSジャパン

Moxa製28Gポートフルギガビット
モジュラマネージドスイッチ発売



（3）　　　２０２３年（令和５年）１月１８日

●

■ サンワテクノス、センサとスイッチギアな
ど欧州メーカー3社の製品販売を開始

　サンワテクノスは、フランスのアリバル・
テクノロジーズのにおいセンサ、ドイツのト
ポセンスの3D超音波センサ、ドイツのマー
ズのスイッチギアの日本国内での販売を開始
する。
　アリバル・テクノロジーズ「NeOse 
Advance」は、シリコンフォトニクスベー
スのバイオセンサー技術を搭載した、人の
「嗅覚」を模したにおいセンサー。特定の成
分に限らず、人が嗅げる全てのにおいを可視
化・データ化し、においの比較マッピングや
照合ができ、消費財や食品業界などの研究開
発段階で、
理想のにお
いの作成や
品質管理等
に活用され
ている。内
蔵のコアセ
ンサーは組
込用途でも提供でき、自動車や食品、生活分
野、民生機器などにおい関連で幅広い活用が
期待されている。
　トポセンス「ECHO　ONE」は、物体検
知・衝突回避のための3D超音波センサー。
物体からの超音波の跳ね返りの角度や時間か
ら物体を検知するアルゴリズムで、広視野
（近距離で180度）で複雑な形状やUSBやケ
ーブル等の小さな物体まで検知可能。視覚の
影響を受けず、暗闇や光の反射などによる誤
検知がなく、透明な物体も検知でき、既に
AGVやAMRでも実績があり、今後は自動運
転や人体検知等へも活用が見込まれている。
　マーズのスイッチギアは、DC断路器など
幅広いアプリケーションに使用される長期信
頼性を持つ高品質の産業用スイッチングデバ
イス。IEC60947、UL60947-4-1など国際規格
に準拠した標準ラインアップに加え、カスタ
マイズ対応も可能。AGVやロボット、工作
機械、ソーラーインバーターなどへの活用が
期待されている。
■ フエニックス・コンタクト、FQ1,27/2,54
シリーズがindexProアワード2022受賞

　フエニックス・コンタクトの基板対基板コ
ネクタ「FQ1,27/2,54シリーズ」が、インデ
ックスプロ社主催の「indexProアワード
2022」でコネクタ部門賞を受賞した。
　同製品は、表
面実装用の基板
対基板ピンヘッ
ダとソケットの
シリーズ。スト
レートとライト
アングルタイプにより、どのようなレイアウ
トにも対応でき、チューブ梱包により自動実
装に対応している。はんだ位置が目視可能
で、はんだ付け状態の自動検査にも対応して
いる。
■ フエニックス・コンタクト、スマートカメ
ラボックス即納キャンペーン

　フエニックス・コンタクトは、監視カメラ
での遠隔監視に必須な機能をワンボックスに
集約したスマートカメラボックスについて、
2023年6月30日まで注文後即納で提供する
「スマートカメラボックス即納キャンペー
ン」を実施している。
　スマートカメラボックスは、遠隔監視アプ
リケーションで使用される監視カメラ等の
PoE機器の通信接続に必須な機器を、屋外で
の使用に耐えるよう小型で耐衝撃性の高い、

防塵防水ハ
ウジングに
一体化し、
設計や設置
の工数を削
減するオー
ルインワン
・ソリュー
ション。機
器類はあらかじめ内部接続されており、それ
らの盤内配線は不要となっている。
　キャンペーン対象は「SCX 4POE 2T‒
1108542」で、合計165Wまで1ポート最大
90Wまでの出力が可能なPoEポートを4個備
え、さらにリング冗長も可能な上位LAN2ポ
ート、管理用LANポートも備えている。
■ 安川電機、e-メカサイトに、6軸力覚制御
機能MotoFitを使った人手作業の再現事例
を公開
　安川電機は、e-メカサイトに、人の繊細な
力加減をロボットで再現できる6軸力覚制御
機能MotoFitの活用事例を公開した。
　MotoFitはマニピュレータに作用する力の
変化を6軸力覚センサーで感知し、ロボット
動作にフィードバックすることで、人の微細
な力加減を再現できる。事例では、過酷な環
境での研磨や重量物のバリ取りなど人に頼っ
ていて、負担が大きい作業での活用例を紹介
している。
■ ECADソリューションズ、ECADライブラ
リで東洋電機の始動リアクトルなど公開
　ECADソリューションズは、クラウド部品
データベースである「ECADライブラリ」に
ついて、部品の新規追加・更新を行い公開し
た。
　新たに公開されたのは、東洋電機の始動リ
アクトルZシリーズ、IDECのトグルスイッ
チ600H-600NHシリーズ、小形トグルスイッ
チ5000シリーズ、プログラマブル表示器
HG 1 G形、HG 2 G - V形、HG 2 G形、
HG3G-V8形、HG3G-VA形、HG4G-V形、
HG5G-V形、安全リレーモジュールHR5S
形、HR6S形、端子台BPLシリーズ、BPSシ
リーズ。
　三菱電機エンジニアリングのFL-netイン
タフェースユニットFL-net（OPCN-2）イ
ンタフェースユニット、シーケンサ用リニュ
ー ア ル 機 器 M E L S E C - A シ リ ー ズ
→MELSEC-Qシリーズ、SYSMAC　Cシリ
ーズ→MELSECシリーズ置換え用。
■ 三菱電機、1月25日～東京ビッグサイト
「スマート工場EXPO」出展

　三菱電機は、1月25日から東京ビッグサイ
トで開催される「スマート工場EXPO」に出
展する（ブース西2ホール58-50）。

　「デジタルが現場を変える。ものづくりの
未来が変わる。～Digital Manufacturing
～」をテーマとし、多数の最先端FAソリュ
ーション・最新のFA機器・ソフトウエアを
出展し、未来のものづくりを提案する。
　また1月26日12時30分から西ホールでセミ
ナーを実施する。「デジタルと循環するもの
づくり、三菱電機のDXとその実践」として

三菱電機名古屋製作所ソフトウエアシステム
部長市岡裕嗣氏が講師となって講演する。
■ 国際電業、ACソレノイド「SA-55、56シ
リーズ」新規受注を再開
　国際電業は、受注を停止していたACソレ
ノイド「SA-55、SA-56シリーズについて、
コイル部品の見直し作業が完了し、新規受注
の受付を再開した。対象製品はSA - 5 5
（AC100V/200V、その他の電圧）、SA-56
（AC100V/200V、その他の電圧）。

セミナー・イベント情報
■ 安川電機、2月にACサーボドライブとマシ
ンコントローラの無料オンラインセミナー
　安川電機は、2月2、3日に「ACサーボドラ
イブΣ-Ⅹシリーズ」、2月21、22日に「マシ
ンコントローラMP3000シリーズ」のそれぞ
れの活用方法について、デモ機を使って学べ
る無料オンラインセミナーを開催する。
　「ACサーボドライブΣ-Ⅹシリーズ」セミ
ナーは、1日目はデモ機を使ったΣ-Xのサー
ボ調整機能を、2日目はデモ機を使った負荷
変動に対する安定性向上機能を紹介する。
　「マシンコントローラMP3000シリーズ」
セミナーは、1日目はデモ機を使った
MP3000によるデータ収集を、2日目はデモ
機を使ったMP3000による同期制御の方法を
紹介する。
■ パトライトとコニカミノルタ、AIセンシン
グを使った課題解決オンラインセミナー
　パトライトとコニカミノルタは共催で、1
月19日13時30分からオンラインセミナー「業
務効率向上と課題解決！ AIセンシングの
力」を開催する。
　安全対策、巡回点検といった安全・保全業
務にAIを活用し、人手不足を解消し働き方
改革をまい進している事例を紹介。第1部で

は「事例で見るAIカメラ運用のツボ」とし
て課題と解決事例を中心に展開し、第2部は
「映像から課題解決！ 事例とノウハウをお
伝えするエッジAIカメラMOBOTIX」とし
て数多くの現場における課題提案と導入経験
を生かしたMOBOTIXによる画像IoTソリュ
ーションを事例と経験を交えて解説する。
■ ECADソリューションズ、2月9日にECAD
活用事例オンラインセミナー

　ECADソリューションズは、2月9日13時30
分から、ECADの活用事例や未来を紹介する
オンラインセミナーを開催する。
　新企業理念の「お客様の感動につながる一
歩先の製品とサービスを提供します」のも
と、ECADの将来構想や新製品となる
ECAD2023の機能、ECAD　DCXを導入し
たユーザーのリアルな声を紹介するほか、特
別セッションとして日東工業によるWebで
カンタンにカスタマイズできるキャビネット
「スマートオーダーキャビネット」の紹介も
行う。
■ リタール、1月26日オンラインセミナー
「保護等級とは？ 盤内の電気機器を守る
基礎知識」

　リタールは、1月26日13時30分からオンラ
インセミナー「保護等級とは？ 盤内の電気
機器を守る基礎知識」を開催する。
　保護等級
は、電気機
器を外部ス
トレスから
守る〝保護
の程度〟を
評価する基
準であり、
基準や規格がなければ、〝保護の程度〟が抽
象的になり、具体的にどのような条件で、ど
の程度守られるのかが曖昧になる。
　それに対しセミナーでは、IP/NEMA/IK3

つ保護等級それぞれの意味合い、評価条件や
試験方法の違いをわかりやすく解説する。
■ 立花エレテックとルネサス、1月26日オン
ラインセミナー「面倒な産業ネットワーク
の接続は任せて下さい！」

　立花エレテックとルネサスエレクトロニク
スは、1月26日13時からオンラインセミナー
「面倒な産業ネットワークの接続は任せて下
さい！～ルネサスR-IN32M3 Moduleでお悩
みを解決します～」を開催する。
　ルネサス「R- IN32M3  Modu l e」は
PROFINET、EtherNet/IPTM、EtherCAT
プロトコルを搭載した組み込みの型産業イー
サネットモジュールで、小型のハードウエア
に産業用イーサネット対応に必要なPHY、
RJ45コネクタなどのハードウエアおよび認
証取得済みプロトコルスタックを内蔵してお
り、開発コストを最小限とし僅かな工数で産
業イーサネット対応を実現できます。
　セミナーでは同モジュールのメリット、用
途、使用方法をわかりやすく紹介する。

価格改定
■ オプテックス・エフエー、センサ・温度計
関連製品の価格改定

　オプテックス・エフエーは、センサ・温度
計関連製品について、2023年2月1日注文分か
ら標準価格を改定する。光電センサ、変位セ
ンサ、放射温度計、画像センサ他（一部例外
あり）の製品を約10％～20％値上げする。
■ 内外電機、ポール用取り付け金具の価格改定
　内外電機は、2月1日注文分から、ポール用
取り付け金具の価格改定を行い、約30％上昇
する。対象はポール用取り付け金具、ポール
用取り付けアーム、コンクリート柱用取り付
け金具、自在バンド、ステンレスバンドなど
の一部。

生産終了
■ オータックス、ロータリーDIPスイッチ
「K,WシリーズロータリーDIP」の一部を
生産中止
　オータックスは、ロータリーDIPスイッチ
「K,WシリーズロータリーDIP」について、
PBT樹脂の着色材の廃番にともなって一部
商品を生産中止し、着色変更した後継品を発
売する。
　対象は、KシリーズロータリーDIPのKM
□102（H）、KM□102-3、KW□102（H）、
KS□1□2（H）（S）、KE□1□2（H）（S）。Wシ
リーズロータリーDIPのWCAWR121。最終
受注日は5月30日、最終出荷日は11月30日。
　後継品は、KM□104（H）、KM□104－
3、KW□104（H）、KS□1□4（H）（S）、KE
□1□4（H）（S）とWCAWR141。受注開始は1
月10日、出荷開始は6月1日からとなる。
■ オムロン、2023年12月末で光電センサ
E3T-CD11 5Mを生産終了

　オムロンは、2023年12月末で光電センサ
「E3T-CD11 5M」の生産を終了する。最終
受注は2023年12月末、最終出荷は2023年12月
末。
　推奨代替品は、光電センサ、ファイバセン
サ「E3T-CD11 2M」または「E3X-ZV11 
2M」と「E32-D11 2M」の組み合わせとな

る。E3T-CD11 2Mはコード長が異なり、
E3X-ZV11 2MとE32-D11 2Mの組み合わせは
本体の色、外形寸法、取付寸法、定格/性
能、操作方法が異なる。
■ オムロン、2023年12月末で画像センサ
3Z4S-LE　VS-MCL/M42-10シリーズを生
産中止

　オムロンは、2023年12月末で画像センサ
「3Z4S-LE　VS-MCL/M42-10」シリーズの
生産を中止する。最終受注は2023年12月末、
最終出荷は2024年1月末、修理対応終了は
2029年1月末。
　推奨代替品は、画像センサ「3Z4S-LE　
VS-L/M42-10シリーズ」。ただし推奨代替
品は耐振動衝撃レンズではなく、外形寸法と
定格/性能で若干の差異がある。
■ オムロン、2023年1月末でネットワーク機
器ZS-CRTを生産中止
　オムロンは、2023年1月末でネットワーク
機器ZS-CRTを生産中止する。最終受注は
2023年1月末、最終出荷は2023年3月末、修理
対応終了は2028年3月末。推奨代替品はなし。
■ オムロン、2023年4月末で変位センサ/測長
センサZS-DSUシリーズとZS-MDCシリー
ズ、ZS-PSW11を生産中止

　オムロンは、2023年4月末で変位センサ/測
長センサZS-DSUシリーズとZS-MDCシリー
ズ、ZS-PSW11を生産中止する。最終受注は
2023年4月末、最終出荷は2023年7月末、修理
対応終了は2028年3月末。

　推奨代替品はなし。
■ オムロン、2023年4月末で流量センサD6F-
03A3-000生産終了

　オムロンは、2023年4月末で流量センサ
「D6F-03A3-000」の生産を終了する。
　最終受注は2023年4月末、最終出荷は2023
年7月末。推奨代替品はなし。
■ オムロン、2023年4月末で変位センサ／測
長センサZS-HLDCとZS-LDCシリーズ生産
中止

　オムロンは、2023年4月末で変位センサ／
測長センサZS-HLDCシリーズとZS-LDCシ
リーズの生産を中止する。最終受注は2023年
4月末、最終出荷は2023年7月末、修理対応終
了は2028年3月末。
　推奨代替品は、変位センサ／測長センサ
ZS-HLDC-Nシリーズ。
■ オムロン、2022年12月末で産業用ロボット
「1720□-360□0」「1720□-380□0」生産
終了

　オムロンは、2022年12月末で産業用ロボッ
ト「1720□-360□0」「1720□-380□0」の生
産を終了する。最終受注は2022年12月末、最
終出荷は2023年4月末、修理対応終了は2027
年12月末。
　推奨代替品は、1720□-360□0が1721□
-360□0、1720□-380□0が1721□-360□0。
ただし付属のeMotionBlox-60R（コントロ
ーラ内蔵アンプP/N:19600-000）が変更（P/
N:19600-200）となる。

FA業界掲示板
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●

の敷地内に
新たに一般
用医薬品の
工場を建設
する。
　一般用医
薬品分野の
安定的な生
産供給体制
の確立に向
け、現医薬品工場に代わる新工場を建設して解熱鎮痛
薬等の生産を移管する。敷地面積約4800平方㍍。投
資約180億円。着工2023年3月、稼動開始2025年中。
■北興化学工業、北海道滝川市の除草粒剤工場が稼働
開始
　北興化学工業は、北海道工場内（北海道滝川市北滝
の川1470番地）内に建設中だった除草粒を製造する
新工場が稼働を開始した。
　新工場は、「高効率化・省力化・環境対策」をコン
セプトとし、原料の投入や製品の包装・積込などの自
動化設備を配置するとともに、脱臭能力を強化した洗
浄塔など環境にも配慮した設備を備えている。建築面
積約2965平方㍍。鉄骨造４階建て、延床面積は約
5164平方㍍。投資額は約32億円。12月から本格稼働
している。
■ホーユー、愛知県瀬戸市にヘアカラー製造工場増設

　ホーユーは、愛知県瀬戸市の桜ヶ丘工場の隣接地に
ヘアカラー製造工場（愛知県瀬戸市穴田町985）を増
設する。
　新工場は日揮がEPCとなり、新たに製造棟および
自動倉庫棟を建設する。自動倉庫棟では、日揮が医薬
品製造工場などで適用してきたスタッカークレーンを
採用する予定。原料、中間品および製品の運搬・保管
を自動化し多品種な製品を効率的に保管・生産するこ
とを可能としたことに加え、将来の生産設備の拡張お
よび完全自動化も見据えた設計を採用していく。完工
は2024年5月を予定。
■日本コンセプト、新潟県新潟市の土地を購入
　2017年から開始したフロンガスに関わる業務全般
を日本海側でも行うことを目的として新潟県新潟市北
区濁川地内の土地を購入した。新潟県に拠点を新設す
ることにより北関東地域および東北・北陸地域に拠点
を持つ顧客のニーズに応える。敷地面積1万6555平方
メートル。
■関西ペイントグループ、兵庫県赤穂市に粉体塗料新
工場を建設
　関西ペイントグループは、粉体塗料事業の強化に向
け連結子会社である久保孝ペイントによる100％出資
の粉体塗料製造新会社「KANSAIパウダーコーティ
ングス」を設立し、同社の粉体塗料工場を兵庫県赤穂
市の同グループ敷地内に建設する。
　粉体塗料は、有機溶剤や水などを用いないパウダー
状の塗料で、塗装時に有機溶剤を使用しないため地球
環境に優しく、塗装時に被塗物に付着しなかった塗料
は回収・再利用でき、地球環境に優しい塗料とされて
いる。また熟練工に頼ることなく塗装を自動化しやす
く、省人化などの課題解決につながるものとしても注
目されている。建築資材をはじめスチール家具や家電
製品、自動車部品、建機、農機などに使われており、
さらなる拡大が見込まれている。
　新工場は、延床面積は1万0000平方㍍。2023年10月
に第一期を着工し、稼働開始は2025年1月を予定。
2026年4月に第二期を着工予定で、稼働開始は2027年
4月を予定している。

■新東海製紙、静岡県島田市の島田工場内にバイオマ
スボイラー建設
　新東海製紙は、静岡県島田市向島町4379の島田工
場構内にバイオマスボイラーを建設する。
　低炭素社会の実現に向けた取り組みとして、現在、
島田工場で稼働する10号バイオマスボイラーを廃棄
し、木質バイオマス燃料等を燃料とし、ボイラー発生
蒸気量70t/h級のバイオマスボイラーを新たに建設す
る。稼働予定2027年1月。
■石原産業、兵庫県小野市に研究所設置に向けた土地
取得
　石原産業は、兵庫県小野市に研究所の建設用地の土
地を取得した。
　同社は長期ビジョン『Vision 2030』に定めた有機
化学事業の重点施策「自社技術の練磨・進化による価
値創造加速と成長路線復活」と「主力製品の世界一低
コスト製造と顧客への安定供給」の具体化策として、
「有機生産技術研究所（仮称）」の設置を検討してお
り、今回の土地取得はそのためのものとなる。取得土
地面積4万3633.65平方㍍。取得金額13億9000万円。
■イトーキ、滋賀県近江八幡市の滋賀工場APセンタ
ーが稼働

　イトーキは、滋賀県近江⼋幡市上田町72の滋賀工
場APセンターを竣工し、2023年１月から本稼働する。
　オフィス環境の変化に伴い、従来のスチール板金加
工を軸とした大量生産型の生産・供給体制から、さま
ざまな素材や形状・技術要素のバリエーションから構
成される商品を、コストを抑えながら柔軟に生産・供
給できる体制へのシフトが急務となっている。それに
対し同社は新たなモノづくりの形として、自社製品の
保管・組立・出荷を一元的に行うアセンブル・プロセ
スセンター（ＡＰセンター）の設立と、分散している
生産ラインの集約・再編による生産性向上を進めてい
る。
　同センターは地上2階建てで、建築面積は1万0012
平方㍍。延床面積は1万7561平方㍍。
【海外】
■オカムラ、中国浙江省にオフィスチェア製造の新会
社設立　工場も稼働開始
　オカムラは、中国にオフィスチェアの製造を行う新
会社を杭叉集団股份有限公司と設立し、2022年12月
から工場（中国浙江省杭州市臨安区青山湖街道大園路
2799号）の稼働を開始した。新工場の延床面積1750
平方㍍。
■日本ゼオン、米国テキサス州での水素化ニトリルゴ
ム生産能力増強
　日本ゼオ
ンは、子会
社 で あ る
Z e o n 
Chemicals 
L . P . の テ
キサス工場
（米国テキ
サ ス 州 ）
で、水素化
ニトリルゴ
ム（製品名Zetpol) の生産能力増強を決定した。
　Zetpolは、耐油性の高いニトリルゴムを水素化する
ことにより耐熱性を高めた特殊ゴムで、高岡工場（富
山県高岡市）とZeon Chemicalsテキサス工場の2拠点
で製造している。テキサス工場で2020年に、高岡工
場では2022年にそれぞれ生産能力増強を実施し、供
給体制を強化してきた。
　Zetpolは高耐熱、高強度が求められる産業領域で需
要が拡大し、フッ素ゴムの代替用途など安定した需要

増が見込まれている。また、水素化ニトリルゴムを主
成分とするリチウムイオン電池（LIB）用正極バイン
ダーもEV向けで国内外の需要が高まっている。今回
の生産能力増強によりグループ全体の水素化ニトリル
ゴムの年間生産能力は約25%増加する見込み。
　本年11月に着工、2025年1月の生産開始を目指す。
■住友ベークライト、中国にフェノール樹脂成形材料
の生産能力を増強

　住友ベークライトは、中国子会社である南通住友電
木有限公司で、同社敷地内に安全安心・省エネ・環境
負荷の少ない工場を新規に建設し、フェノール樹脂成
形材料の生産能力を増強する。
　新工場は現在の南通工場敷地内に建設し、生産能力
を約2倍（約2万5000t/年）に拡大したものとなる。
中国で厳しくなりつつある安全・環境規制に対応させ
るため、工程自動化、AI、IoTによる工程監視に加
え、エネルギー利用の高効率化と最新の環境保護装置
の採用による安心・安全で環境に負荷が少なく、省エ
ネルギーの工場を目指す。
　敷地面積は約1万6000平方㍍。操業開始予定は2024
年度初頭。投資金額は約35億円。
■日世、中国山東省でフルーツプレパレーション製造
工場を新たに展開

　ソフトクリームの総合メーカー・日世は、中国でフ
ルーツプレパレーション事業を展開する関連会社とし
て日世（濰坊）食品有限公司を設立し、フルーツプレ
パレーションを製造する新工場となる濰坊工場を竣工
した。
　フルーツプレパレーションは、果実の風味や果肉を
均質化した調整品のこと。粘性のある液体に果肉が均
一に混合されている状態のもので、ヨーグルト資材や
アイスクリーム等のトッピングソースとして供給され
ている。
　新工場は今後の中国、東南アジアに向けての事業展
開に備えるもので、稼働は2023年1月、年間生産量は
約36000㌧。敷地面積は6万6000平方㍍。延床面積は2
万2551平方㍍。将来的には3万7180平方㍍まで増床す
る見通し。
■アルファ、タイ・アユタヤ県にセキュリティ機器製
造の第５工場を増設

　アルファは、セキュリティ機器事業の海外子会社で
あ る タ イ ・ ア ユ タ ヤ 県 の A L P H A  H O U S I N G 
HARDWARE（THAILAND）CO., LTD.でのスマ
ートロック（電気錠）等の生産増加に対応するため、
工場を増設した。
　第5工場では主に日本国内向の住宅用電気錠を製
造。またその前に増設した第4工場の塗装エリアで
は、ロボットを使った搬送と塗装工程を構築して完全
無人化を実現した。また環境に配慮してVOC排出抑
制に対応した循環型設備になっている。敷地面積
4320平方㍍。
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【国内】
■東洋紡、福井県敦賀市の敦賀バイオ工場に65億円投
資。製造設備を新設
　東洋紡は、
敦賀バイオ工
場（福井県敦
賀 市 東 洋 町
10-24）に約
6 5 億 円 を 投
資し、遺伝子
検査に用いら
れ る P C R 検
査試薬および
酵素や抗体な
どの遺伝子診断薬原料を製造する設備を新設する。
2023年3月に着工し、2024年11月稼働開始の予定。
　今回新設するのは、研究用試薬棟と遺伝子製造/品
質試験棟。高濃度DNAの取り扱いに適したクリーン
ルームや、研究試薬を効率的に分析・製造できる環境
などを備えた施設を新たに建設し、一部老朽化した設
備を刷新。これによりPCR検査試薬と遺伝子診断薬
用原料の生産能力を現在の約3倍に増強する。
　研究用試薬棟は、延床面積8250平方㍍の鉄筋4階建
て、遺伝子製造/品質試験棟は1760平方㍍鉄筋2階建
て。
■フェローテックマテリアルテクノロジーズ、石川県
能美郡にセラミックス加工の第3工場

　フェローテックグループの国内事業会社であるフェ
ローテックマテリアルテクノロジーズは、石川県能美
郡川北町字三反田200-1に石川第3工場を建設する。
　既設の石川工場と石川第2工場ではセラミックス素
材および加工製品を製造しており、セラミックスの需
要も高まりにともない、川北町東部地区工業団地内に
石川第3工場を建設し、供給能力を向上させる。
　敷地面積は3万平方㍍。延床面積は1万3000平方
㍍。投資額は60億円。2023年6月に着工し、2024年夏
の操業開始を予定している。
■バンドー化学、和歌山工場に太陽光発電設備を導入
　バンドー化学は、和
歌山工場（和歌山県紀
の川市）の屋根にて工
事を進めていた太陽光
発電設備の設置が完了
した。
　和歌山工場では、
2010年にも発電能力
約150kWの太陽光発電設備を導入しており、今回導
入した設備と合わせると同工場の電源構成における太
陽光発電の比率は約12％に相当し、CO2削減量は

183t-CO2/年(
工 場 全 体 で 約
7%の削減)とな
る。
■ライオン、神
奈川県小田原市
に一般用医薬品
の新工場を建設
　投資金額180
億円
　ライオンは、
神奈川県小田原
市の小田原工場
（神奈川県小田
原市田島100）


